
（別紙３）

〜 2025年12⽉31⽇

（対象者数） 36 （回答者数） 17

〜 2025年12⽉31⽇

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 活動決定のための話し合いができたらさらに充実する。

2 年齢に合わせた⽀援道具があるとさらに充実する。

3 年齢に合わせた⽀援道具があるとさらに充実する。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 全職員が⽬にする事務室に掲⽰する。

2 夏に⾏った事業所同⼠の交流の機会があるといい。

3

事前に服薬や予防接種、てんかん発作などの⼦どもの状況
を確認しているか。

発作が起きる可能性がある⼦どものためのマニュアルを作成
しているが、⽬の届くところに掲⽰していない。

外部との関わりが少ない。 まだ認知を広げる段階で外部との関わりが少ない。

⼦どもの特性や状態によって空間の使い分けができている。
⼦どもが⼀定のスペースを確保できるように年齢によって空
間を分けている。

⼦どもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている。
活動以外の時間にスタッフが療育グッズを提供し、⾃⼰選択
できる場⾯を設けている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

適切に⽀援プログラムが作成・公表されている。
活動にかたよりがなくさまざまな分野の活動を均等に⾏うこ
とができている。

○事業所名 児童発達⽀援放課後等デイサービスキッズハウスSUN

○保護者評価実施期間 2025年12⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年12⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年3⽉1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

事業所における⾃⼰評価総括表公表


